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1 環境リテラシー／求められる人間像

環境への取り組み

　エコシステムという言葉があります。これまでは「生態系」を意味してきましたが、近年、生物圏（バイオ
スフィア）も含めて大きくとらえるようになってきました。このエコシステムの最小単位は私たち一人ひとり、
つまり「個人」です。
　一人ひとりのライフスタイルが問われる成熟社会に必要なのは、「環境を保全しよう」と思う心と、それを
行動に移す実行力です。そして、今社会に求められているのは、一人ひとりの環境リテラシーを高めることです。

■玉川学園における人材育成の到達目標
　「自然の尊重」を教育信条の一つとして掲げてきた玉川学園では、全学園をあげて環境保全活動と環境教育
を推進しています。
　太陽光や風力など自然エネルギーについての理解を深めるプロジェクトや独自の講座・資格制度による啓発
活動など、積極的な取り組みが行われています。
　私たちは「自然環境に触れ、研究などの体験を通して環境の大切さに気づき考えることができる人材、そし
て環境を大切にすることができる人材」を育てていくことを目標としています。
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　学部ごとに下記の担当を設けて、組織運営にあたっています。

学部の最高責任者。
学部における目標計画の企画・立案・調整および教員人事、予算執行管理等。教授会、
主任会の招集・開催。

学科の最高責任者。
学科における目標計画の企画・立案・調整および教員人事、予算執行管理等。就
職担当を兼務。

学部ごとに1名配置。
学部における教務事項の実施・統括および全学的な教務事項との調整。

学部ごとに1名配置。
学部における学生生活指導・学生相談・福利厚生に関する事項の統括および全学
的な学生生活指導事項との調整。

学科ごとに1～2名配置。
学科における教務事項の企画・立案・調整・実施。

学科ごとに1～2名配置。
学科における学生生活指導・学生相談・福利厚生に関する事項の実施。学生支援
センターとの連携。

学科または学部ごとに数名配置。
学科の教職課程履修指導・教育実習指導に関する事項の実施および全学的な教職
課程に関する事項の調整。教師教育リサーチセンターとの連携。

学科ごとに数名配置。
学科における就職指導事項の企画・立案・実施。キャリアセンターとの連携。

学科または学部ごとに数名配置。
留学プログラムの企画・推進および説明会・参加者選考面接の実施。留学プログ
ラムに関する国際教育センターおよび学部・学科との連携・調整。

学科または学部ごとに1名配置。
インターンシップ受け入れ先の開拓・連絡・調整。インターンシップに関わる事前・
事後指導の企画・立案・実施。

学部ごとに1名配置。
学部におけるFD活動の立案・実施。

学部ごとに1名配置。
ユニバーシティ・スタンダード科目（主に初年次教育）の教育内容の検討。

入学式や卒業式等の全学共通行事の企画・立案・調整・実施。

クラス・ゼミごとに１名配置。
教務・学生生活上の指導・相談。「一年次セミナー 101・102」の担当。
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　雄大な自然は、それ自体が偉大な教育をしてくれる。また、この貴重な自然環境を私たちが守ることを教
えることも、また大切な教育である。

2 教育機関の社会的責任

　教育機関は製品を作るのでも売るのでもなく、人材を育成するのが第一義です。したがって、環境面から考
えると、高い環境リテラシーを持つ人材を育成していくことが、教育機関の社会的責任と言えます。玉川の児童・
生徒・学生はただ環境についての知識を持っているだけではなく、行動に移すことができる。玉川学園の目指
す環境教育がそこにあります。

■玉川学園の環境教育
　玉川学園が考える環境教育では、環境を保全し、自然と共生する地球の未来を守るために、原因を考えなが
ら行動することを大切にしています。
　本学園では、「電力や化学物質の使用など直接的な環境負荷原因の低減」と、「児童・生徒・学生への環境教
育を通した、間接的な環境負荷原因の低減」活動に取り組んでいます。
　さらに、教育機関であることを踏まえて、これらの活動を通して「環境に対する価値観を家族、仲間、社会
に伝達できる人材」の育成を目標とした環境教育を重要視しています。

12の教育信条の一つでもある「自然の尊重」


